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児童数の推移
◆児童数の 見込み(人) ◆

※島根県児童数及び標準学級数調べ（R6.5.31現在）
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  R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度

安田小学校 67 66 58 51 51 49

母里小学校 69 64 62 57 55 51

井尻小学校 13 12 13 11 9 9

赤屋小学校 16 16 20 22 22 20

合計 165 158 153 141 137 129
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小学校の選定フロー

各学校の評価

【立地に関する評価】
　・利便性に関する評価
　・安全性の評価
　・環境性の評価
　

使用施設の候補設定

【敷地及び建物に関する評価】
　・敷地に関する評価
　・建物に関する評価

使用施設の改修項目の整理
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１）立地に関する評価
  立地している場所の利便性や安全性、環境性等を評価した。
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１）立地に関する評価
  立地している場所の利便性や安全性、環境性等を評価した。
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立地に関する評価（安田・母里・井尻・赤屋地区）

安田小学校 母里小学校 伯太中学校 井尻小学校 赤屋小学校

得点 得点 得点 得点 得点

立地に関する評価

利便性に関する評価 31 30 30 16 13

安全性に関する評価 23 19 19 31 25

環境性に関する評価 25 41 41 20 20

90 79 90 90 67 58

87.8 100.0 100.0 74.4 64.4

評価項目



２）敷地及び建物に関する評価
  現有している敷地や施設の状態から、継続利用する場合の適正性に 

ついて評価した。
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敷地及び建物に関する評価（安田・母里・井尻・赤屋地区）

安田小学校 母里小学校 伯太中学校 井尻小学校 赤屋小学校

得点 得点 得点 得点 得点

敷地及び建物に関する評価

敷地に関する評価 26 7 26 26 22 

建物に関する評価（校舎） 38 38 64 48 22

建物に関する評価（体育館） 3 2 11 2 8

校舎のエネルギー効率 5 7 9 7 7

110 72 54 110 83 59 

65.5 49.1 100.0 75.5 53.6

評価項目



３）総合評価
校舎 立地に関する評価 敷地・建物に関する評価 総合評価 

安田小学校 

　・周辺の児童数が多い 
　・幹線道路に近接している 

  ・敷地面積が広い 
  ・廊下の幅にゆとりがある 

 
 ・土砂災害へのリスクがある 

 ・校舎及び教室の面積が狭い
 ・校舎及び体育館の老朽度が高い

評価点 79 72 151 　(75.5) 

母里小学校

　・周辺の児童数が多い 
　・幹線道路に近接している 

  ・廊下の幅にゆとりがある 

 ・アクセス道路が狭い
  ・敷地及び校舎や教室の面積が狭い
  ・校舎及び体育館の老朽度が高い

評価点 90 54 144 　(72.0) 

伯太中学校

　・周辺の児童数が多い 
　・幹線道路に近接している 

  ・敷地面積が広い
　・校舎や教室の面積が広い

立地及び敷
地・建物の両
方で優位  ・アクセス道路が狭い   ・極端に評価が低いものはない

評価点 90 110 200 　(100.0) 

井尻小学校 

  ・幹線道路に近接している 
  ・敷地や教室の面積が広い 
  ・校舎の老朽度が低く、健全度が高い 

 

  ・周辺の児童数が少ない 
 ・校舎の面積が狭く、教室数も少ない
 ・体育館の規模が小さく、老朽度が高い

評価点 67 83 150 　(75.0) 

赤屋小学校 

  ・幹線道路に近接している 
  ・敷地の面積が広い 
  ・体育館の規模が大きく、健全度が高い 

 
  ・周辺の児童数が少ない 

 ・校舎の面積が狭い
 ・教室の面積が狭く、教室数も少ない

評価点 58 59 117 　(58.5) 

※　各学校で上段が主な優位な点、下段が主な懸念される点。（　　）内は最高点を100とした場合の指数 11



４）改修工事の一般的なスケジュール

・改修工事をする際には様々な検討や手続き等が必要です
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わたしたち大人が

未来を生きる子どもたちのため

今　考えるときである
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